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NJCソリューションのご紹介―基幹業務～学生・教員・職員サービス―
堀川竜太、加藤寛子
日本事務器株式会社

公共・文教ソリューション事業本部　販売推進部

概要： 学生・教職員参加型統合サービス「CampusAvenue」、統合型大学マネージメントシステム「CampusCORE21」、
大学図書館情報システム「NeoCILIUS」、学習管理・授業支援システム「i-Collabo.LMS」のご紹介。
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1.　はじめに
昨今の大学を取り巻く環境は、少子化・大

学全入時代、学生の嗜好変化、国際化等で大
きく変化しています。本稿では、経営効率化、
学生サービス向上、事務負担軽減など、それ
ぞれの課題へ柔軟に対応し、改善の足掛かり
となるソリューションとして、弊社製品

「CampusAvenue」「CampusCORE21」
「NeoCILIUS」および日本電気株式会社の学
習管理・授業支援システム「i-collabo.LMS」
をご紹介いたします。

2.　 学生・教職員参加型統合サービス
「CampusAvenue」

2.1　パッケージ紹介
「CampusAvenue」は、平成 13 年にリリー

スした弊社パッケージ「CampusCORE21」
の導入実績・ノウハウを活かし、最新のテク
ノロジーをベースとして開発した次世代
Web パッケージシステムです。事務処理の
効率化に加え学生や教職員へのサービスも融
合し、未来のキャンパス基盤創りに貢献しま
す。

2.2　パッケージコンセプト

（1）「参加」
　 　職員の事務処理システムだけではなく、

学生・教員・職員全員に向けたサービスの
向上を目指します。

（2）「進化」
　 　弊社が長年培ってきたノウハウを凝縮

し、更に今後蓄積されるドゥハウも採り入
れ成長するシステムです。

（3）「拡張」
　 　様々な学内ソリューションとの融合を図

り、学内総合情報ソリューションへの拡張
を目指します。

2.3　概要
学生が入学してから卒業するまでの一貫し

た学籍管理、履修・成績管理を行います。
「CampusAvenue」では学生個人毎に発生し
うるイレギュラーなカリキュラムが設定で
き、昨今多様化しつつある履修形態に柔軟に
対応します。

また、標準機能「学生カルテ」によって、
学生一人一人への指導情報を教員・職員間で
共有することにより、学生個々に向けたきめ
細やかな指導、迅速な対応を支援します。

その他、学生が迷わない履修登録の仕組み
や、休講・補講情報などがいつでも画面上で
閲覧できる点など、利便性を高めることによ
る学生満足度の向上にも目を向けたシステム
です。

2.4　特長
（1 ）サーバ環境は Windows・Linux 両方に

対応
（2 ）クライアントはブラウザのみで稼動

（Firefox・Safari にも対応）
（3 ）Unicode に対応
（4 ）Web システムでありながら、クライア

ント・サーバシステム並の軽快な操作性を
実現

（5）お客様自身で帳票カスタマイズが可能
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（6）様々な学内システムとの連携

3.　 統合型大学マネージメントパッケージ
「CampusCORE21」

3.1　概要
CampusCORE21 は、長年に渡る大学事務

のノウハウと経験を基に開発したクライアン
ト・サーバシステムを主としたパッケージで
す。多彩なラインナップで大学運営を強力に
サポートします。

3.2　ラインナップ
CampusCORE21 は学校法人会計システム

を中心とした「法人系システム」、学籍・履
修・成績等の情報を管理する「教学系システ
ム」、Ｗｅｂ上から学生・教職員へタイムリー
に情報提供を行う「Ｗｅｂポータルシステ
ム」で構成されています。

3.3　CampusCORE21 法人系システム
3.3.1　概要

学校法人会計則に沿った会計処理を行うた
めの一連のパッケージで、５つのサブシステ
ムから成り立ちます。

（1）会計システム
　 　予算作成から日々の伝票処理、予算管理

および各種計算書類を作成する基本システ
ム

（2）発生源サポートサブシステム
　 　学内で予算を持ち執行する部署（発生

源・現場）での予算申請や執行申請業務機
能、およびワークフロー機能を提供

（3）調達サブシステム
　 　会計システムの予算管理と連動し、物品

調達をサポート
（4）固定資産システム
　 　様々な資産台帳管理、償却計算機能を提

供
（5）学納金システム
　 　入学検定料から入学時・在学時までの学

納金を一括管理

3.3.2　特長

（1）経営実態に即した管理会計の実現
　 　科目別・目的別など様々な予算管理に対

応し、経営実態に合わせた弾力的な管理会
計をサポート。

（2）様々な規模の学校法人に対応
　 　学校などの複数組織をそれぞれ独立して

運用可能。複数組織を合算した計算書類作
成機能も標準装備。

（3 ）ワークフローによる迅速な決裁業務を支
援

　 　ワークフロー機能による各承認部門の決
裁をサポート。法人全体の決裁スピード向
上とともに、ペーパーレス化への取組みも
支援。

3.4　CampusCORE21 教学系システム
3.4.1　概要

受験から卒業までの情報管理・処理を行
う、4 つのサブシステムから構成されていま
す。

（1）入試システム
　 　志願者登録から試験教室の準備処理、試

験日当日の出欠や成績入力、合否確定・発
表処理機能を提供。

（2）就職・就職 Web システム
　 　学生の求職・求人情報・内定情報および

卒業生データを管理。
（3）保健システム
　 　学生の健康診断情報の履歴を管理。
※ 教務システムは「CampusAvenue」へバー

ジョンアップ

3.4.2　特長

（1）教学業務全般に対応
　 　入試、就職、保健システムとラインナッ

プを揃え、サブシステム単位での導入が可
能。大学の導入計画・予算に応じてシステ
ムを追加することができ、拡張性に優れて
います。

（2）部門を横断する情報も一元管理可能
　 　システム間のデータはシームレスに連

動。部署ごとに点在する様々なデータを共
有、一元管理するため、部門を横断する業
務をよりスムーズに処理することが可能。

（3）他システムとの連携
　 　学生・教職員参加型統合サービス
「CampusAvenue」など他システムとの
データ連携が可能。　また、証明書自動発
行機やＩＣカード（学生証）など、自社製
品以外のソリューションとも豊富な連携実
績がございます。
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4.　 大学図書館情報システム
「NeoCILIUS」（ネオシリウス）

4.1　概要
NeoCILIUS は、「多彩な利用者サービス」

「きめ細かい業務機能」「安心のサポート体
制」で大学図書館様のニーズにお応えしま
す。

（1）業務側機能
　 　大学図書館業務に必要な業務機能を網羅

しております。詳細なシステム設定がで
き、図書館の個別の運用にあわせたご提案
が可能です。主要画面には画面カスタマイ
ズ機能を実装し、分館もしくは個人単位に
設定が可能です。

　 　また図書館業務のアウトソーシング化の
流れに対応すべく、「NC データ一括取込」
や「Excel 一括出力（スプレッドシートイ
ンターフェイス）」などのユーティリティ
機能を多数装備しております。
―システム範囲―
・収書図書 / 収書逐刊
・予算・支払管理
・目録図書 / 目録逐刊
・閲覧
・利用者サービス関連
・その他（蔵書点検・ILL・帳票・スプレッ

ドシートインターフェース・マスタメン
テナンス・画面カスタマイズ機能　等）

（2 ）利用者サービス側機能「NeoCILIUS 
KnowledgeOPAC」

　 　平成 19 年 4 月、利用者の利便性と図書
館からの情報発信機能の向上をコンセプト
に、利用者サービス側の機能を全面的に刷
新いたしました。新機能も加わり、更に充
実したサービスを提供します。学内外の学
術情報への広範なリンク構造や、利用者
ポータル機能「MyLibrary」等により、利
用者と図書館とのコミュニケーション環境
を容易に構築することができます。
―システム範囲―
・TOP メニュー：Library News/ 図書館

カレンダー / 新着案内 / 貸出ランキング
/ コーナー機能（任意資料リスト公開） 
/ 投書表示 / レファレンス事例集 /RSS
配信 /OpenURL リンク対応等

・蔵書検索：クイックサーチ / 詳細検索 /
ブラウズ検索 / ジャーナル AtoZ/ 論文
検索 / 履歴検索等

・検索結果：表紙イメージ表示 / 典拠リン

ク / 外 部 DB リ ン ク（Webcat Plus・
Amazon 等）/ 出力オプション（印刷・
ダウンロード・Email・画面表示）/ 予約・
取寄せ / 読者レビュー / オートリコメン
ド等

・MyLibrary：プロフィール管理 / 個人へ
のお知らせ / パーソナルカレンダー / 利
用照会（貸出・予約・貸出履歴・購入依
頼 /ILL 依頼）/ 貸出更新 /My ブック
シェルフ（資料・論文・検索条件）/ ア
ラートメール配信 / オンラインレファレ
ンス / 投書 / 読者レビュー /MyURLs 等

（3）オプション機能など
　 　携帯電話 OPAC、認証サーバ連携、自

動書庫システム連携、横断検索（http 検
索 /Z39.50 検索）、機関リポジトリ連携、
入館ゲート連携等

4.2　特長
NeoCILIUS の 利 用 者 サ ー ビ ス 機 能

「NeoCILIUS KnowledgeOPAC」をご紹介い
たします。

（1）ユーザビリティ
これまでの OPAC で見過ごされがちで

あった「使いやすい（ユーザビリティの高い）
システム」を重視して設計いたしました。

特に、全画面上部に配置され、いつでも新
規検索を行うことができる「クイックサー
チ」は、ご好評頂いております。ユーザ様か
らは「多くの利用者がこの『クイックサーチ』
を中心に蔵書検索を行っている」、とのご報
告を頂いております。

また、難しい図書館用語を排除し、明るく
親しみやすいデザインを心がけた点も、今回
のコンセプトの一環です。また、グローバル
化する大学の現状を考慮し、図書館システム
としては初めて、日本語と英語に加え中国語
と韓国語にも対応いたしました。

（2）情報発信ポータルへ
「NeoCILIUS KnowledgeOPAC」のトップ

ページは、通過されるだけのページではな
く、積極的にコンテンツを発信する有機的な
ページになっております。LibraryNews や
カレンダー、外部へのリンク機能などを実装
しており、　「NeoCILIUS KnowledgeOPAC」
自体を、図書館が公開する Web ページの
トップとして活用できるような設計となって
おります。

このトップページのなかで、お薦めの機能
は、「コーナー」機能、「オンラインレファレ
ンス」機能です。「コーナー」機能は、任意
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の資料群を任意のネーミングで登録できる機
能です。用途は特に限定していませんが、「指
定図書」、「コレクション」、「図書館からのお
薦め」などの公開に利用されています。「オ
ンラインレファレンス」機能は、利用者と図
書館との間の文献調査等の参考業務の事例を
DB 化し、一般に公開する機能です。

これらのトップページの各コンテンツは
「RSS 配信」に対応しており、利用者は RSS
リーダを使い、図書館の最新情報を得ること
ができます。

（3）検索する、リンクを辿る。
OPAC の中核機能である検索機能も、大

幅に強化されております。
複雑な条件を使った検索は「詳細検索」画

面を使います。検索対象の指定や絞込み条件
の付与など、高度な検索機能を持ちつつも、
検索フィールドがシンプルに並んだ分かりや
すいデザインになっています。詳細検索にお
ける検索方式としては、メインとなるキー
ワード検索、それを補完する意味での部分一
致検索をご用意しており、ローカルと NII の
横断検索を行うことも可能です。

詳細書誌画面には、WebCat Plus 等の外
部データベース上の当該書誌のページに対す
るリンクボタンを自動で設けることができま
す。

また、雑誌のタイトル検索に特化した
「ジャーナル AtoZ」を新たに搭載しました。
この機能では、電子ジャーナルのデータを
ローカルに取り込んで、「ジャーナル AtoZ」
の検索対象に加えることも可能です。（業務
側では、電子ジャーナル URL リンク切れ
チェッカーをご用意し、URL のメンテナン
スにも配慮しております。）

また、書誌・所蔵データにリンクした形で
ローカル論文データベースを構築することが
可能です。この機能は NeoCILIUS に標準で
装備されており、論文タイトル、抄録 / 全文
などに対して、ダイレクトに検索を行うこと
のできる「簡易機関リポジトリ」として手軽
に利用できます。

（4）MyLibrary
利用者が ID・パスワードの認証を経た上

で、提供できるサービス全般を「MyLibrary」
と位置づけ、多数の機能強化を行いました。

従来からある利用状況等の基本機能に加
え、ブックシェルフ機能、パーソナルカレン
ダー、レファレンス、読者レビュー機能、
MyURLs などの機能を新設しました。

ブックシェルフ機能は、再利用したい「書

誌」、「論文」、「検索条件」を簡単に保存でき
る機能です。このブックシェルフ機能とア
ラートメール配信機能を組み合わせ、任意の
条件に合致する資料が届いたときにメールで
お知らせすることも可能になりました。

5.　学習管理・教育支援システム
「i-Collabo. LMS」（アイ - コラボ .LMS）

5.1　概要
i-Collabo.LMS は、通常の対面型授業を補

完する学習管理システムとしてや、時間や場
所に制約されることなく講義コンテンツを視
聴できるオンデマンドの授業支援システムと
してご利用いただけます。教員 - 学生同士で
相互の教育コミュニケーションを実現し、

「協調学習」を支援するものです。また、
Podcasting による iPod へのコンテンツ配信
にも対応しており、学生の利用シーンがより
一層広がります。

5.2　特長
（1 ）授業支援、オンデマンド学習、対面型授

業、ブレンディング型学習等、柔軟なラー
ニングスタイルを構築できます。

（2 ）価格は登録者数に依存しないサーバライ
センス方式です。

（3 ）オンデマンド学習においては、知識習得
型の学習だけでなく、教員または学習者間
で相互の情報交換、議論を通して、自発的
に思考力・応用力・判断力を伸ばす動機付
けとなる協調型学習が可能です。

（4 ）日本の大学から生まれたシステムであ
り、単位認定までの運用実績及び大規模で
の稼動実績がございます。運用を経ること
で蓄積したノウハウをお客様に還元いたし
ます。



ｋｏ－ｋｙｏ－＠ｎｊｃ．ｃｏ．ｊｐ




